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● 9月の行事予定
● 今月の企画展示室
● ワークショップのご案内
● 展覧会回顧
● 企画展Topics
● 文化財現地見学 募集要項
● ミュージアムレポート

特別陳列

加賀藩の美術工芸

鴨居 玲 －道化師たち－

仏画と肖像画

首と肖像彫刻を中心に

絵画的意匠の展開

鴨居玲 「ピエロ」
ー特集展示 「鴨居玲ー道化師たちー」よりー

石黒宗麿 「鉄絵鳥文鉢」 昭和35年頃
ー特集展示「絵画的意匠の展開」よりー
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「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」は
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
の
定
番
展
示
と
し
て
、こ
こ
数
年
来「
百
工

比
照
」を
分
野
別
に
公
開
し
て
き
ま
し
た
。毎
年
そ
の
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
か
た
も
多
く
、誠

に
心
苦
し
い
の
で
す
が
今
年
は「
百
工
比
照
」を
展
示
し
ま
せ
ん
。そ
の
理
由
は
、来
年
春
の
北
陸
新
幹
線

開
業
を
記
念
し
て
開
催
す
る
企
画
展
に
、ま
と
ま
っ
た
形
で
公
開
さ
れ
る
予
定
が
あ
る
か
ら
で
す
。し
か

し
今
年
は
、た
と
え
ば
後
藤
家
歴
代
の
装
剣
小
道
具
と
い
う
別
の
見
所
を
用
意
し
て
い
ま
す
。作
品
は
、目

貫
、笄
、小
柄
か
ら
な
る
三
所
物
が
主
で
、外
面
的
な
華
や
か
さ
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、初
代
の
祐

乗
作
と
伝
え
ら
れ
る
貴
重
な
作
例
を
は
じ
め
と
し
た
装
剣
金
工
の
粋
を
、こ
の
機
会
に
是
非
ご
堪
能
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学芸員の眼
こ
う
が
い

重文 伝李龍眠 「馬郎婦観音像」
元13～14 世紀

9月3日（水）～23日（火･祝） 会期中無休

　

前
々
回
の
第
2
展
示
室
特
別
陳
列「
北
陸
ゆ
か
り
の

画
聖
た
ち
」の
紹
介
で
も
ふ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、加
賀
の
、

京
都
と
江
戸
と
の
微
妙
な
距
離
感
は
、幕
藩
体
制
に
屈
従

を
強
い
ら
れ
た
加
賀
藩
の
独
自
性
を
主
張
す
る
重
要
か

つ
有
効
な
方
策
と
し
て
、文
化
政
策
の
推
進
を
促
し
ま
し

た
。加
賀
藩
三
代
藩
主
の
前
田
利
常
は
、幕
府
か
ら
様
々

な
圧
迫
を
受
け
た
京
都
の
後
水
尾
天
皇
を
模
範
と
し
て
、

質
・
量
と
も
に
幕
府
を
凌
ぐ
文
化
政
策
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。そ
し
て
そ
の
政
策
は
、儒
教
や
博
物
学
的
に
深
化
さ

れ
て
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
に
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
賀
藩
の
文
化
政
策
は
、大
き
く
収
集
と
育
成
に
大

別
さ
れ
ま
す
。名
品
の
収
集
は
、大
名
の
格
式
を
対
外
的

に
印
象
付
け
る
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。前
田

家
の
収
集
は
、日
本
の
古
筆
や
典
籍
類
か
ら
、広
く
中
国

や
西
洋
の
文
物
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
、単
に

世
界
各
地
か
ら
名
品
を
集
め
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、

藩
経
営
の
一
環
と
し
て
美
術
工
芸
の
育
成
事
業
を
行
っ

て
い
る
点
に
前
田
家
の
独
自
性
が
あ
り
ま
す
。名
工
を
招

聘
し
、武
具
の
制
作
や
保
守
な
ど
で
培
わ
れ
た
技
術
の
地

盤
を
活
用
し
て
、高
い
技
術
と
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
が
融

合
し
た
名
作
の
数
々
が
十
七
世
紀
を
中
心
に
加
賀
藩
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。そ
し
て
前
田
家
十
六
代
利
為
侯
が
、

前
田
家
に
伝
来
し
た
文
化
遺
産
の
保
全
を
目
的
と
し
た

公
益
法
人
育
徳
財
団
を
設
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、第
二
次

世
界
大
戦
後
の
混
乱
期
に
も
貴
重
な
文
化
財
が
散
逸
を

免
れ
、今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は「
馬
郎
婦
観
音
像
」、「
武
家
手
鑑 

上
帖
」、「
牡
丹

獅
子
造
小
さ
刀
拵
」（
金
具
：
伝
後
藤
祐

乗
拵
：
本
阿
弥
光
甫
）以
上
の
重
要
文

化
財
が
久
々
の
公
開
と
な
り
ま
す
。ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

前田育徳会
尊經閣文庫分館加賀藩の美術工芸

特別陳列



3 BIJUTSUKAN DAYORI  No .371

金沢市文 「涅槃図」 高巌寺蔵

9月3日（水）～23日（火･祝） 会期中無休9月3日（水）～23日（火･祝） 会期中無休

－道化師たち－

　
「
仏
画
」は
、仏
教
絵
画
の
略
で
、広
義
に
は
仏
の
像
や
経

典
の
内
容
な
ど
、仏
教
に
関
す
る
題
材
を
扱
っ
た
絵
画
全

般
を
指
し
ま
す
。通
常
、礼
拝
の
対
象
と
さ
れ
る
仏
教
諸
尊

の
画
像
を
い
い
、寺
院
の
壁
画
の
ほ
か
、絹
、紙
、板
に
描
い

た
絵
画
が
あ
り
、版
画
な
ど
も
含
み
ま
す
。こ
と
に
古
代
か

ら
中
世
に
か
け
て
、す
ぐ
れ
た
も
の
が
数
多
く
、日
本
絵
画

史
の
上
で
も
重
要
な
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。仏
画

の
歴
史
は
、絵
画
の
歴
史
そ
の
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、実
在
の
人
物
を
写
し
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す

る
欲
求
か
ら
生
ま
れ
た「
肖
像
画
」は
、わ
が
国
に
あ
っ
て
、

信
仰
・
崇
拝
・
追
慕
・
記
念
な
ど
の
目
的
で
描
か
れ
ま
し
た
。

天
皇
や
公
家
の
肖
像
、祖
師
像
・
高
僧
像
・
頂
相
、武
将
像
・

武
家
の
婦
人
像
、学
者
・
医
者
・
町
人
・
文
人
・
芸
能
人
な
ど
の

肖
像
と
い
う
よ
う
に
多
種
多
彩
な
内
容
の
も
の
が
描
か
れ
、

絵
画
史
的
に
も
貴
重
な
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

本
館
で
は
、旧
館
時
代
の
昭
和
四
十
四
年
に「
石
川
県
の
仏

画
」、翌
四
十
五
年
に
は「
石
川
県
の
肖
像
画
」で
、県
内
全
域
か

ら
代
表
的
な
仏
画
や
肖
像
画
を
集
め
て
公
開
し

ま
し
た
。そ
の
折
、文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
当
館

に
寄
託
を
さ
れ
た
作
品
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、そ
の
中
か
ら
金
沢
市
指
定
文
化
財

「
涅
槃
図
」（
高
巌
寺
）、石
川
県
指
定
文
化
財

「
円
地
院
妙
浄
大
姉
画
像
」（
妙
法
寺
）な
ど
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

第３展示室

仏画と肖像画鴨居 玲
第2展示室

鴨居玲 「出を待つ」（部分）

　

ほ
ぼ
毎
年
、鴨
居
の
命
日
、九
月
七
日
前
後
に
館
蔵
品

と
寄
託
品
に
よ
る
特
集
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
回

は
、「
道
化
師
」を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

　

鴨
居
の
描
く
男
性
像
に
は
、い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が

あ
り
ま
す
。安
井
賞
を
受
け
た「
静
止
し
た
刻
」や「
蛾
と

老
人
」な
ど
の
ベ
レ
ー
帽
を
被
り
黒
い
マ
ン
ト
を
着
た

男
、ス
ペ
イ
ン
時
代
の
酔
っ
ぱ
ら
い
や
廃
兵
、帰
国
後
に

数
多
く
描
か
れ
る
自
画
像
。あ
る
時
期
に
こ
う
し
た
テ
ー

マ
が
集
中
す
る
の
で
す
が
、道
化
師
の
場
合
は
、「
静
止
し

た
刻
」の
頃
か
ら
ず
っ
と
折
に
ふ
れ
描
か
れ
て
い
ま
す
。

白
く
化
粧
を
し
て
笑
い
顔
を
描
い
た
道
化
師
は
、韜
晦
癖

の
あ
る
鴨
居
そ
の
も
の
で
あ
り
、最
後
の
自
画
像
は
顔
を

面
で
あ
る
か
の
よ
う
に
取
り
外
し
、の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
に

な
っ
た「
肖
像
」で
す
が
、こ
れ
は
化
粧
を
落
と
し
た
道
化

師
の
よ
り
切
実
な
姿
と
い
う
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、最
晩
年
の
自
画
像
は
鮮
烈
な
赤
を
バ
ッ
ク
に
描

か
れ
ま
す
。最
晩
年
と
い
っ
て
も
五
十
七
歳
で
鴨
居
は
生

を
終
え
る
の
で
す
が
、実
は
鴨
居
の
父
の
亡
く
な
っ
た
歳

と
同
じ
で
す
。「
１
９
８
２
年 

私
」を
描
い
た
と
き
鴨
居
は

五
十
四
歳
で
し
た
。そ
の
段
階
で
、も
う
描
け
な
い
と
白
い

キ
ャ
ン
バ
ス
を
前
に
茫
然
と
腰
か
け
て
い
る
の
で
す
。し

か
し
、そ
の
後
の
四
年
間
の
制
作
は
、以
前
の
テ
ー
マ
を
再

生
産
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、印
象
深
い
充
実
し
た

作
品
が
続
き
ま
す
。赤
を
バ
ッ
ク
に
す
る
道
化
師
も
そ
の

中
の
一
つ
で
す
。

　

で
は
、バ
ッ
ク
は
な
ぜ
赤
い
の
で
し
ょ
う
か
。父
の
没

年
、そ
の
先
に
は
還
暦
が
控
え
て
い
る
と
考
え
た
と
き
、鴨

居
は
自
己
の
生
ま
れ
変
わ
り
、新
た
な
誕
生
を
赤
い
バ
ッ

ク
に
込
め
た
の
で
は
、と
い
う
想
定
も
成
り
立
つ
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。鴨
居
の
特
集
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ち
ん
ぞ
う

ね
は
ん
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9月3日（水）～23日（火･祝） 会期中無休

　

工
芸
作
品
に
ほ
ど
こ
さ
れ
る
意
匠
は
、実
に
さ
ま
ざ
ま

で
、作
品
鑑
賞
の
重
要
な
見
ど
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。も
ち

ろ
ん
、表
面
的
な
意
匠
だ
け
を
切
り
離
し
て
み
る
の
で
は

な
く
、そ
の
形
や
用
途
を
含
め
て
総
合
的
な
視
点
か
ら
と

ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
特
集
で
は
、と
く
に

絵
画
的
な
意
匠
表
現
に
注
目
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

意
匠
ま
た
文
様
は
、大
別
す
る
と
写
実
的（
絵
画
的
）な

も
の
と
抽
象
的（
幾
何
学
的
）な
も
の
が
あ
り
、絵
画
的
な

モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
、植
物
・
動
物
・
人
物
・
自
然
現
象
・
文

字
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、絵
画
的
と
い
っ
て

も
、実
在
す
る
対
象
を
リ
ア
ル
に
表
現
し
た
も
の
か
ら
、

簡
略
化
し
て
再
構
成
し
た
も
の
な
ど
、作
品
に
よ
っ
て
抽

象
化
の
度
合
い
が
異
な
り
、そ
こ
に
作
者
の
思
考
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
ず
前
者
に
該
当
す
る
作
品
と
し
て
は
、安
達
陶
仙「
釉
下

色
絵
鯛
図
花
瓶
」、石
野
竜
山「
色
絵
松
遊
鯉
図
花
瓶
」、前
大
峰

「
沈
金
猫
文『
け
は
ひ
』飾
筥
」な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、石
黒
宗
麿「
鉄
絵
鳥
文
鉢
」、北
出
不
二
雄「
青
手

鳥
文
台
鉢
」、大
場
松
魚「
平
文
相
生
箱
」な
ど
が
後
者
に
あ

た
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、特
に
明
治
期
の
陶
芸
作
品
の
中
に
は
、歴
史

風
俗
・
説
話
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
も
あ
り
、野
村
善

吉「
色
絵
金
彩
鷹
狩
図
蓋
物
」、松
本
佐
平「
金
襴
手
官
女
奏

楽
図
双
耳
花
瓶
」、赤
丸
雪
山「
金
襴
手
八
岐
大
蛇
退
治
図
双

耳
花
瓶
」な
ど
は
、当
時
の
外
国
人
好
み
の
輸
出
工
芸
盛
ん

な
り
し
頃
の
面
影
を
映
し
出
し
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
展
示
に
お
い
て
、工
芸
作
品
の
中
に
、ど
の
よ
う

に
絵
画
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
を
、あ
ら
た
め
て
見
つ

め
直
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

首と肖像彫刻を中心に
第5展示室

絵画的意匠の展開
9月3日（水）～23日（火･祝） 会期中無休

第4展示室

安達陶仙 「釉下色絵鯛図花瓶」
大正

吉田三郎 「高峰譲吉像」

　

顔
は
そ
の
人
格
や
人
柄
・
性
格
を
代
表
す
る
部
位
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、肖
像
彫
刻･

画
の
中
心
と
な
る
部

分
で
す
。さ
ら
に
そ
の
顔
面
を
含
ん
で
頭
〜
頸
部
か
ら
な
る

首
は
、人
体
中
で
最
も
表
情
が
豊
か
で
ま
た
、人
体
中
で
も
美

し
く
ま
と
ま
っ
た
量
塊
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、古
く
か

ら
肖
像
彫
刻
と
し
て
見
え
、さ
ら
に
近
代
以
降
も
彫
刻
制
作

の
基
本
的
で
永
遠
の
テ
ー
マ
と
し
て
も
見
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。展
示
で
は
近
現
代
彫
刻
作
品
の
内
、首
と
肖

像
を
中
心
と
す
る
優
品
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
す
。首
と
胸

像
に
込
め
ら
れ
た
人
間
表
現

の
多
彩
さ
と
フ
ォ
ル
ム
の
多

様
さ
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

九
月
の
行
事
予
定

第
一
講 

金
沢
城
二
の
丸
御
殿
に
つ
い
て

　

日（
日
）

21

美
術
の
み
か
た
4　

近
代
の
人
間
像

日
本
の
美
3　

風
月
の
デ
ザ
イ
ン ―

遠
像
と
近
像―

■
百
万
石
の
文
化
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

聴
講
無
料

国
家
仏
教
の
発
展
と
天
平
彫
刻

金
沢
の
文
化
と
茶
道

石
川
の
油
絵
2 

戦
時
期
〜
昭
和
三
十
年
代

谷
口　

出

平
井
聖
氏

学
芸
第
一
課
長

日
本
建
築
史
学
者

東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授

高
嶋
清
栄

学
芸
第
二
課
長

二
木
伸
一
郎

普
及
課
長

　
日（
土
）

6 ■
土
曜
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

　
日（
土
）

13　
日（
土
）

20
　

日（
日
）

7
　

日（
日
）

14

23

 

（　

分
）

26

 

（　

分
）

作
家
シ
リ
ー
ズ 

創
作
の
原
点
8 

人
間
像
に
迫
る 

ロ
ダ
ン
／
シ
ー
ガ
ル

日
本
の
美
術
工
芸　

そ
の
手
わ
ざ
と
美 

30

 

（　

分
）

28

 

（　

分
）
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9月6日（土）～9日（火） 会期中無休9月18日（木）～23日（火・祝） 会期中無休

第7・8展示室

北國水墨画展

第7～9展示室

　

石
川
県
内
の
水
墨
画
愛
好
家
団
体
を
網
羅
し
た
統
一

展
で
す
。近
年
愛
好
者
の
増
加
と
作
品
の
向
上
が
著
し

い
県
水
墨
画
界
の
結
束
を
図
る
と
と
も
に
、愛
好
者
拡

大
を
目
指
す
ね
ら
い
の
展
覧
会
で
、作
品
は
広
く
愛
好

者
か
ら
公
募
し
て
審
査
。入
選
、入
賞
作
に
委
嘱
作
品
も

併
せ
て
展
示
し
、水
墨
画
の
魅
力
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

加
賀
象
嵌
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ご
案
内

第24回

公募写真展研展
第99回

◆
入
場
料

　

一
般
・
大
高
生
／
五
〇
〇
円（
前
売
料
金
：
四
〇
〇
円
）

　

中
学
生
以
下
／
無
料

◆
連
絡
先

　

金
沢
市
南
町
二
番
一
号 

北
國
新
聞
社
事
業
局
内

　
「
第
二
十
四
回 
北
國
水
墨
画
展
」事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
六̶
二
六
〇̶

三
五
八
一

　

東
京
写
真
研
究
会
が
主
催
す
る
研
展
は
、関
東
、中

部
、関
西
、北
陸
の
四
支
部
で
構
成
さ
れ
、公
募
展
は
四

支
部
巡
回
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。会
員
部
門
と
公
募

部
門
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、今
回
は
三
八
〇
点
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。 　

　

北
陸
支
部
に
お
い
て
の
入
賞
者
は
、会
員
部
門
が
四

名
、公
募
部
門
は
五
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

合
評
会
は
九
月
二
十
一
日（
日
）午
後
二
時
よ
り
行
い

ま
す
。

◆
入
場
料
／
無
料

◆
連
絡
先

　

金
沢
市
東
山
二
丁
目
二̶

八　

土
田
貴
夫

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
六̶

二
五
一̶

〇
七
二
三

◆
日　

時
／
十
月
十
九
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
の
部
：
午
前
十
時 

〜
十
二
時

　
　
　
　
　

午
後
の
部
：
午
後
一
時
三
〇
分
〜
三
時
三
〇
分

◆
会　

場
／
当
館
講
義
室

◆
内　

容
／
加
賀
象
嵌
の
技
法
で
、キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
制
作
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
専
門
の
講
師
の
方
に
ご
指
導
頂
き
ま
す
）

◆
定　

員
／
各
一
〇
名（
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
募
集
）

◆
対　

象
／
小
学
五
年
生
以
上

◆
参
加
費
／
一
人
五
〇
〇
円（
材
料
費
）

◆
協　

力
／
公
益
財
団
法
人 

宗
桂
会

◆
申
込
方
法（
往
復
ハ
ガ
キ
一
人
一
枚
）

【
往
信
の
宛
名
面
】

　

〒
九
二
〇―

〇
九
六
三 

金
沢
市
出
羽
町
二―

一 

石
川
県
立
美
術
館

　

加
賀
象
嵌
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
担
当
宛

【
往
信
の
文
面
】参
加
希
望
者
の
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号

【
返
信
の
宛
名
面
】住
所
・
氏
名

【
返
信
の
文
面
】何
も
書
か
な
い
で
下
さ
い
。

【
応
募
締
切
】九
月
三
〇
日（
火
）必
着

※

応
募
多
数
の
場
合
、抽
選
に
な
り
ま
す
。

※

参
加
費
は
、当
日
集
め
ま
す
。

※
当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ

り
前
売
料
金
に
な
り
ま
す
。

　

当
館
の
秋
季
企
画
展「
工
芸
王
国
の
実
力
！
」に
は
、明
治
期
の
驚
く
ほ
ど
細
密
な
技
法

で
制
作
さ
れ
た
金
工
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ら
は
、加
賀
の
地
で
培
わ
れ
た
高
度
な

加
賀
象
嵌
の
技
法
を
主
体
に
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、金
属
の
表
面
に
模
様
を
彫
り
、そ
こ
に
別
の
種
類
の
金
属

を
嵌
め
込
む
加
賀
象
嵌
伝
統
の
技
を
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、外
か
ら
観
察
す
る
だ
け
で
は
見
え
な
い
制
作
工
程
を
理
解
し
、受
け
継
が
れ
て

き
た
す
ぐ
れ
た
技
術
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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モデル
ミス加賀友禅 榊真梨さん

木村雨山 友禅訪問着 「あじさい」
昭和45年

　

展
示
点
数
や
空
間
が
限
定
さ
れ
た
特
別
陳
列
と
い
う
場
に
お
い
て

は
、い
か
に
個
々
の
作
品
を
際
立
た
せ
る
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。今

回
は
高
岡
大
法
寺
と
高
岡
市
美
術
館
の
ご
高
配
に
よ
り
、重
要
文
化
財

の
長
谷
川
等
伯（
信
春
）筆「
釈
迦
多
宝
如
来
像
」と
、同「
鬼
子
母
神
十

羅
刹
女
像
」の
展
示
が
実
現
し
ま
し
た
。そ
こ
で
こ
の
名
作
の
魅
力
を

最
大
限
発
揮
す
る
た
め
に
、仏
画
を
仏
画
ら
し
く
展
示
す
る
こ
と
を
今

回
特
に
心
が
け
ま
し
た
。

　

ま
ず
展
示
す
る
場
所
で
す
が
、展
示
室
全
体
の
要
と
し
て
入
口
か
ら

正
面
に
相
対
す
る
形
と
な
る
よ
う
、奥
の
展
示
ケ
ー
ス
の
中
心
と
し
ま

し
た
。そ
し
て
高
さ
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
画
像
で
最
も
重
要
な
如
来

や
護
法
神
を
若
干
仰
ぎ
見
る
形
で
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま

し
た
。こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、若
き
絵
仏
師
と
し
て
能
登
を
拠
点

に
活
動
し
た
、信
春
時
代
の
等
伯
の
卓
抜
な
技
量
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。そ
し
て
今
回
は
等
伯
父
子
と
い
う
視
点
か
ら
、収
蔵
す
る
長
谷
川

久
蔵
と
左
近
の
作
品
も
展
示
に
加
え
ま
し
た
。当
館
に
は
、左
近
が
描

い
た「
十
六
羅
漢
図
」（
県
文
・
大
乗
寺
蔵
）が
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、中
央
に
配
置
し
た「
釈
迦
多
宝
如
来
像
」と「
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女

像
」の
脇
絵
と
い
う
形
で
左
右
に
羅
漢
図
を
二
幅
ず
つ
展
示
し
ま
し

た
。こ
の
羅
漢
図
は
羅
漢
講
式
の
た
め
に
左
右
か
ら
釈
迦
如
来
を
仰
ぐ

形
で
描
か
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、等
伯
・

左
近
の「
合
作
」に
よ
る
荘
厳
な
空
間
が

現
出
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、展
示
室

の
物
理
的
な
特
性
を
活
か
し
た
当
館
な

ら
で
は
の
展
示
を
、今
後
も
鋭
意
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
回
ご
高
配
を

賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
、改
め
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

企
画
展
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ

会
期
：
九
月
二
十
七
日（
土
）〜 

十
月
二
十
六
日（
日
）

「北陸ゆかりの画聖たち
　　　　― 長谷川等伯・久蔵・左近、久隅守景 ―」

展覧会回顧

特別陳列

「
工
芸
王
国
の
実
力

　
　
　
　
　
　
　
　

  ―

魅
惑
の　

選―

」

120

　

こ
の
た
び
開
催
予
定
の
秋
季
企
画
展「
工
芸
王
国
の
実
力
！
」で
は
、見
ど
こ
ろ
の
ひ

と
つ
と
し
て
、当
館
で
初
め
て
の
試
み
を
行
い
ま
す
。そ
れ
は
、友
禅
の
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者（
人
間
国
宝
）・
木
村
雨
山
の
訪
問
着
を
実
際
に
試
着
し
、そ
の
姿
を
撮
影
し

た
も
の
を
パ
ネ
ル
に
し
て
、会
場
で
作
品
と
と
も
に
展
示
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。モ

デ
ル
は
、第
十
代
・
ミ
ス
加
賀
友
禅
の
榊
真
梨
さ
ん
に
お
願
い
し
、木
村
雨
山
作《
友
禅

訪
問
着「
あ
じ
さ
い
」》（
昭
和
四
十
五
年
）を
試
着
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

着
物
に
限
ら
ず
工
芸
作
品
は
、本
来
、使
う
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
制
作
さ

れ
ま
す
。し
か
し
、美
術
品
と
な
る
と
実
際
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
、保
存
管
理
の
面
で

難
し
く
、視
覚
的
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
方
法
が
中
心
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。着
物
の
展
示
で
も
、衣
桁
に
か
け
た
状
態
で
背
面
の
柄
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が

一
般
的
で
、女
性
が
身
に
つ
け
た
姿
は
想
像
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。今
回
は
、事
前
に

着
付
け
し
て
い
た
だ
い
た
姿
を
写
真
に
撮
り
パ
ネ
ル
に
仕
立
て
て
作
品
と
並
べ
る
こ

と
で
、ほ
ど
こ
さ
れ
た
意
匠
が
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
、ど
の
よ
う
な
効
果
を
見
せ
る

か
、ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
か
等
、鑑
賞
の
大
き
な
手
助
け
に
な
る
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
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期　
　

日

日　
　

程

発　
　

着

参
加
代
金

十
月
十
八
日（
土
）〜 

十
九
日（
日
）・
一
泊
二
日

出
発
：
十
八
日 

午
前
七
時
／
帰
着
：
十
九
日 

午
後
六
時
頃

金
沢
駅
西
口

友
の
会
会
員 

二
六
、〇
〇
〇
円
／
会
員
以
外 

二
七
、〇
〇
〇
円

祈りの美 ― 京都・山城の寺社を訪ねて ―
第45回 文化財現地見学参加者募集！

　

美
術
館
に
な
か
な
か
足
を
運
べ
な
い
学
校
に
当

館
所
蔵
の
近
現
代
作
品
を
運
び
、鑑
賞
方
法
の
提

案
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
学
校
出
前
講
座
。

こ
の
講
座
へ
の
関
心
も
年
々
高
ま
り
、今
年
度
は

開
催
校
の
募
集
を
三
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。六

月
四
日
に
は
川
北
町
立
中
島
小
学
校
、十
一
日
に

小
松
市
立
安
宅
小
学
校
、二
十
三
日
に
加
賀
市
立

金
明
小
学
校
、二
十
七
日
に
中
能
登
町
立
滝
尾
小

学
校
と
、六
月
に
四
校
開
催
し
、例
年
よ
り
早
く
こ
の
講
座
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
こ
の
講
座
の
中
で
、当
館
の
子
ど
も
向
け
展
示
や
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
活
躍
の
三
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、『
み
る
み
る
く
ん
』・『
き
く
ち
ゃ
ん
』・『
か
た

ろ
う
く
ん
』を
登
場
さ
せ
て
い
ま
す
。虫
眼
鏡
を
持
っ
て
一
所
懸
命
見
よ
う
と
し
て
い

る『
み
る
み
る
く
ん
』を
示
し
て
、「
み
る
み
る
く
ん
の
よ
う
に
作
品
を
よ
く
見
て
ね
」

と
声
を
か
け
た
り
、耳
に
手
を
当
て
聞
く
ポ
ー
ズ
の『
き
く
ち
ゃ
ん
』を
示
し
て
、「
今

度
は
き
く
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
、作
品
か
ら
音
や
声
を
聞
い
て
み
よ
う
」と
投
げ
か
け
た

り
し
て
い
ま
す
。初
め
て
体
験
す
る
美
術
鑑
賞
や
私
た
ち
学
芸
員
と
の
授
業
で
緊
張

気
味
の
子
ど
も
た
ち
の
雰
囲
気
を
和
ら
げ
、次
の
活
動
の
見
通
し
を
持
た
せ
る
こ
と

な
ど
、参
加
し
や
す
く
、ま
た
、わ
か
り
や
す
い
講
座
内
容
に
す
る
こ
と
に
一
役
買
っ

て
い
ま
す
。

　

六
月
講
座
開
講
の
四
校
は
規
模
等
も
様
々
で
し
た
が
、鑑
賞
の
時
間
に
は
差
が
あ
る

も
の
の
、ど
の
学
校
で
も
一
年
生
か
ら
六
年
生
の
全
校
生
徒
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。今
後
、本
講
座
は
九
月
末
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
六
校
で
開
催
の
予
定
で
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

レ
ポ
ー
ト

学
校
出
前
講
座

ど
こ
で
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

※

移
動
は
全
て
貸
し
切
り
バ
ス
を
使
用
し
ま
す
。

※

宿
泊
は
お
一
人
様
一
室（
シ
ン
グ
ル
）と
な
り
ま
す
。

※

行
程
に
徒
歩
に
よ
る
移
動
や
坂
道
、階
段
が
含
ま
れ
ま
す
。脚
に
自

信
の
な
い
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

参
加
代
金
に
は
昼
食
二
回
と
朝
食
が
含
ま
れ
ま
す
。十
八
日
の
夕
食

は
各
自
で
お
取
り
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
見
学
地

往
復
は
が
き
に「
文
化
財
現
地
見
学
」希
望
と
明
記
し
、氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
郵
便
番
号
・
ご
住
所
・
お
電
話
番
号
・
会
員
番
号
を
記
入
の
上
、ご
応

募
く
だ
さ
い
。

※

応
募
者
多
数
の
場
合
、抽
選
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法

【
宛
先
】

　

〒
九
二
〇―

〇
九
六
三 

金
沢
市
出
羽
町
二―

一

　
　
　
　
　
　

石
川
県
立
美
術
館 「
文
化
財
現
地
見
学
」係

【
応
募
締
切
】

　

九
月
二
十
七
日（
土
）必
着

黄
檗
宗
大
本
山
で
、隠
元
禅
師
に
よ
り
開
創
さ
れ
ま
し
た
。明
朝
様

式
の
伽
藍
な
ど
、異
国
情
緒
が
漂
い
ま
す
。一
日
目
の
昼
食
は
、こ

ち
ら
で
普
茶
弁
当（
中
国
伝
来
の
精
進
料
理
）を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
萬
福
寺
】

修
理
を
終
え
た
ば
か
り
の
国
宝
・
鳳
凰
堂
。ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は

平
等
院
の
文
化
財
を
間
近
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
平
等
院
】

一
休
宗
純
が
晩
年
を
過
ご
し
た
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
、一
休
に

ま
つ
わ
る
寺
宝
や
名
勝
の
庭
園
な
ど
を
有
し
ま
す
。

【
一
休
寺
】

か
つ
て
の
恭
仁
京
を
一
望
す
る
三
上
山
中
腹
に
位
置
し
、鎌
倉

時
代
の
傑
作
、五
重
塔（
国
宝
）で
知
ら
れ
ま
す
。

【
海
住
山
寺
】

平
安
時
代
の
九
体
阿
弥
陀
堂
と
九
体
阿
弥
陀
如
来
像
を
残
す
唯

一
の
寺
院
で
、平
安
貴
族
の
浄
土
信
仰
を
伝
え
ま
す
。

【
浄
瑠
璃
寺
】

緑
に
映
え
る
古
刹
で
、平
安
時
代
の
仏
像
を
は
じ
め
、石
造
文
化

を
偲
ば
せ
る
石
塔
や
石
仏
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
岩
船
寺
】



一　般 360円（290円）

大学生 290円（230円）

高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
今月の開館時間

ご利用案内

午前10：00～午後7：00 年中無休
カフェ営業時間

※（　　）内は団体料金

〒920-0963
金沢市出羽町２番１号
Tel：076(231)7580
Fax：076(224)9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/
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前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室次回の展覧会

加賀藩の美術工芸

近代彫刻優品選 石川の工芸（前期） ふれる美術法邑利博
― 加賀の幻想 ―

加賀の工芸

第6展示室第4展示室第3展示室 第5展示室

会期：9月27日（土）～10月26日（日）

工芸王国の実力 　―魅惑の120選― 企画展Topics

竹内吟秋 「色絵山水図大鉢」
能美市九谷焼資料館蔵

初代山川孝次 「金銀象嵌牡丹菊文銀瓶」
公益財団法人  宗桂会蔵

西出大三 截金彩色合子「野分」 個人蔵

米沢弘安 「金銀象嵌鴛鴦香炉」 当館蔵

松田権六 「蒔絵竹に雀図二段卓」 個人蔵富本憲吉 「色絵更紗文蓋付飾壺」 当館蔵

9月の休館日
1日（月）・2日（火）、24日（水）～26日（金）


